
現
在
、
Ｃ.

Ａ.

Ｔ.

は
有
限
会
社
と
非
営
利
慈
善
団

体
の
２
つ
が
運
営
。
調
査
・
研
究
、
出
版
、
環
境
教

育
の
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
情
報
提
供
・
会
員
制
通
信

販
売
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
約
20
部
門
に
分
か

れ
て
、
約
１
０
０
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

Ｃ.

Ａ.

Ｔ.

は
、
環
境
問
題
の
解
決
に
向
け
て
実
験

を
重
ね
、
提
案
す
る
場
。
試
行
錯
誤
の
経
緯
ま
で
も

公
開
す
る
リ
ア
リ
テ
ィ
は
、来
場
者
が
実
生
活
の
な
か

で
エ
コ
ラ
イ
フ
を
実
践
し
て
い
く
大
き
な
原
動
力
に

な
る
は
ず
。こ
の
環
境
教
育
は
、地
球
の
新
し
い
未
来

を
創
る
手
が
か
り
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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イ
ギ
リ
ス
西
部
の
マ
カ
ン
レ
ス
（
ウ
ェ
ー
ル
ズ

地
方
）に
、
子
供
か
ら
大
人
ま
で
エ
コ
ロ
ジ
ー
な

暮
ら
し
や
、
石
油
・
石
炭
と
い
っ
た
化
石
燃
料
に

代
わ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
を
、楽
し
み
な
が
ら
学

べ
る
「
Ｃ.

Ａ.

Ｔ.

（Center
for
A
lternative

T
echnology

）」
と
い
う
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
は
い
わ
ば
、環
境
教
育
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
か
ら
年
間
約
10
万
人
も
の
人
が

訪
れ
る
そ
の
魅
力
と
は
│
│
。

「
Ｃ.

Ａ.

Ｔ.

」
の
起
源
は
１
９
７
４
年
、
近
代
化
が

も
た
ら
し
た
環
境
破
壊
と
い
う
状
況
を
背
景
に
、
理

想
に
燃
え
る
若
者
た
ち
が
、
持
続
可
能
な
新
し
い
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
め
ざ
し
て
つ
く
っ
た
、
自
給
自
足
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
。
鉱
山
跡
だ
っ
た
不
毛
の
地
は
、

コ
ン
ポ
ス
ト（
有
機
肥
料
）づ
く
り
を
中
心
と
し
た
彼

ら
の
た
ゆ
み
な
い
努
力
に
よ
り
、
果
物
や
有
機
野
菜

が
収
穫
で
き
る
豊
か
な
土
壌
に
蘇
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
そ
れ
ま
で
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
頼
っ

て
い
た
運
営
資
金
の
充
足
を
図
る
た
め
、
入
場
を
有

料
化
し
て
一
般
に
開
放
。
庭
園
や
池
、
農
園
や
温
室
、

環
境
教
育
施
設
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
シ
ョ
ッ
プ
、
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
、
宿
泊
施
設
な
ど
を
つ
く
り
、
環
境
教
育

の
一
大
セ
ン
タ
ー
へ
の
転
換
を

推
し
進
め
て
き
た
の
で
す
。

セ
ン
タ
ー
の
敷
地
全
体
が
環
境
教
育
の
フ
ィ
ー
ル

ド
。
こ
こ
で
は
「
Ｃ.

Ａ.

Ｔ.

」
で
試
み
ら
れ
て
き
た

パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
体
感
で
き
ま
す
。

た
と
え
ば
、
コ
ン
ポ
ス
ト
を
用
い
た
有
機
農
法
の
農

園
で
栽
培
さ
れ
た
野
菜
は
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
レ
ス

ト
ラ
ン
の
食
材
に
利
用
さ
れ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
生
ご

み
や
残
飯
は
、
セ
ン
タ
ー
内
で
飼
育
さ
れ
て
い
る
豚

の
餌え

さ

に
。
そ
し
て
家
畜
の
糞ふ
ん

や
入
場
者
の
ト
イ
レ
の

排
せ
つ
物
か
ら
コ
ン
ポ
ス
ト
が
つ
く
ら
れ
る
と
い
う

よ
う
に
、
セ
ン
タ
ー
内
で
循
環
型
生
活
が
実
践
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
に
は
手
づ
く
り
か
ら
市
販
品
ま

で
各
種
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
が
数
多
く
展
示
さ
れ
、
コ

ン
ポ
ス
ト
が
生
成
さ
れ
る
過
程
や
、
コ
ン
ポ
ス
ト
で

栽
培
し
た
野
菜
の
生
育
な
ど
も
学
べ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

当
初
、
セ
ン
タ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
は
す
べ
て
自

家
発
電
で
ま
か
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
来
場

者
数
の
増
加
に
伴
う
電
力
不
足
に
備
え
る
に
は
膨
大

な
量
の
蓄
電
池
や
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機
が
必
要
と
な

り
、
か
え
っ
て
環
境
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
今
は
、
電
気
を
一
部
買
い
、

あ
と
は
水
力
、
風
力
、
太
陽
光
と
い
っ
た
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
用
い
て
い
ま
す
。

多
様
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
併
用
は
、
気
候
変
動
に
よ

る
供
給
の
不
安
定
さ
を
カ
バ
ー
で
き
る
と
い
う
利
点

も
あ
り
ま
す
。
風
力
発
電
や
太
陽
光
発
電
な
ど
で
電

気
を
つ
く
り
、
余
っ
た
電
力
は
電
力
会
社
に
売
っ
て

い
ま
す
。
化
石
燃
料
の
使
用
量
を
英
国
平
均
の
20
％

ま
で
減
ら
す
こ
と
が
目
標
だ
そ
う
で
す
。

セ
ン
タ
ー
内
の
建
物
は
、
主
に
自
然
素
材
や
地
元

の
材
料
を
用
い
て
建
築
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
、
壁
は
、
製
造
時
に

Ｃ
Ｏ
２
を
排
出
す
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
代
わ
り
に
、

ス
ト
ロ
ベ
ー
ル（
藁わ
ら
の
粘
土
）や
土
壁
に
。
断
熱
材
は

地
域
で
不
要
と
な
っ
た
羊
毛
、
再
生
紙
、
コ
ル
ク
を

活
用
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
の
屋
根
に
は
太
陽
熱
温
水
器
が
設
置
さ
れ
、
つ
く

ら
れ
た
温
水
は
床
暖
房
に
使
わ
れ
る
ほ
か
、
余
剰
分

は
レ
ス
ト
ラ
ン
の
床
暖
房
に
も
活
用
。
雨
水
は
ト
イ

レ
の
洗
浄
水
に
利
用
さ
れ
、
排
水
は
葦あ
し

で
浄
化
さ
れ

ま
す
。

セ
ン
タ
ー
内
で
は
、
こ
れ
ら
工
法
や
建
材
の
展
示
、

装
置
の
実
演
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

子供から大人まで楽しめ
るセンターには欧州から
年間10万人が訪れる。

世
界
に
エ
コ
ラ
イ
フ
を
発
信
す
る
た
め
に

鉱
山
跡
地
を
再
生
し
環
境
教
育
の
メ
ッ
カ
に

右上はスレートがむき出し
だった鉱山跡地。左下はエ
コキャビン（宿泊施設）。

コンパクトな温室。 五感で楽しめる美しいガーデン。

風力発電の展示。実際にセン
ターでは風力発電が利用され、
温水の７割をまかなっている。

太陽光発電パネルの展示。雲形の板で押さ
えると装置が止まるようになっている。

新鮮でおいしい有機野菜の料
理が楽しめるレストラン。

ショップでは、ガイドブック、
書籍や環境グッズを販売。

木枠やタイヤでできた手づくりのコンポスト。水力（波力エネルギー）の実験装置。

30年以上コンポストを追肥した区画は野菜の
生長が速く、施していない区画は生育が遅い。

さまざまな堆肥の標本。 入場口にある水力（自然湧水）
で動くケーブルカー。

来訪者用のコンポストトイレ。 豚は資源の循環に一役かっている。

レストランの屋根にも太陽光発電パネルを設
置。

水の活性化・浄水装置のフローフローム。渦
を巻きながら落水するときに活性化される。

ストロベールハウスの展示。 排水は葦で浄化している。

草屋根の展示。
セルフビルドの家。ゲス
トハウスとしても利用。

さ
ま
ざ
ま
な
エ
コ
技
術
の
展
示


